
 

（第２号様式）   
令和５年４月 25日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立岸根高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（  月  日実施） 

総合評価（ 月 日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①多様な進路選
択に対応できる
教育課程を編成
し、生徒の希望
に応えられるよ
うに学習の機会
を提供する。 
②主体的・対話
的で深い学びの
実現に向けた授
業改善に取り組
む。 
 
③学校行事や生
徒会活動を充実
させ、生徒の主
体的な行動の促
進を図る。 
 

①授業力を向上さ
せ、生徒が希望す
る進路が実現でき
るよう指導する。 
 
②生徒の学習意欲
を引き出すため、
ＩＣＴを活用した
授業を展開する。 
 
 
 
 
③ポストコロナ時
代に合わせた学校
行事や生徒会活動
を開催し、生徒が
充足感を得られる
ような主体的な活
動を目指す。 

①テーマを設定した研究授
業等で各教科の取組を集約
し、職員全体に周知する。 
 
 
②学習コンテンツを活用し
た教員向けの研修会を年３
回以上実施する。 
 
 
 
 
 
③コロナ禍で新たに習得し
た知識・技術を活かしつ
つ、生徒会本部や各種委員
会と協力し、生徒と丁寧な
意見交換をしながら、生徒
が主体的に運営・活動でき
るように支援する。 

①生徒による授業評価、
研究授業の反省 
 
 
 
②生徒による授業評価、
研究授業の反省 
 
 
 
 
 
 
③各行事における生徒及
び教員へのアンケートを
とり、８割以上の満足度
を得る。 

     

２ 生徒指導・支援 

①礼儀正しさを
意識して、安
心・安全な学校
生活が送れるよ
う支援するとと
もに、個に応じ
た教育相談体制
の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②自分自身に目
を向け、学校行
事や部活動を通
して、奉仕や協
調の精神の涵養
を図る。 
 

①基本的な社会規
範の定着を目指
し、学校全体で継
続的に指導を行
う。 
 
①こころのサポー
ト事業や相談箱の
利用を通じて生徒
が気軽に相談がで
きる体制作りを進
める。 
 
 
 
 
②ポストコロナ時
代に合わせた部活
動等の運営を行
い、生徒自身が成
長を感じられるよ
うな主体的な活動
を目指す。 

①掲示物やＨＲなどで、日
常生活の注意点を周知し、
頭髪や服装なども定期的な
指導を継続する。 
 
 
①各学年に教育相談係を置
き、生徒へ周知するととも
に、学年会での情報交換を
密に行う。 
 
①学年会からの情報をもと
に、必要に応じ速やかにケ
ース会議に繋ぐ体制を築
く。 
 
②積極的な部活動加入や行
事への参加を促すととも
に、顧問・教員と生徒がと
もに協同して取り組めるよ
うな支援体制を整える。 

①指導対象者が減少した
か。 
 
 
 
 
①生徒からの相談件数の
推移を把握するととも
に、適切なタイミングで
ケース会議が開けたか。 
 
 
 
 
 
 
②一年生の部活加入率
70％（昨年は約63％）を
目標とする。地域との連
携行事（短歌交流や音楽
交流）を実施できたか。 

     



 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（  月  日実施） 

総合評価（ 月 日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①自己理解を深
め、進路意識を
向上させて、生
徒一人ひとりが
自らの進路希望
を実現できる進
路指導の充実を
図る。 
 
 
 
 
 

①外部の教育力を
活用した授業や取
り組みを充実さ
せ、社会とのつな
がりのなかで自己
理解を高めさせ、
納得のいく進路実
現を果たせるよう
支援する。 
 
②キャリア支援の
取り組みについて
教員の理解度を高
め、全体で生徒の
キャリア支援にあ
たる意識を築く。 
 

①総合的な探究の時間に外
部講師等を招いて進路説明
会や職業ガイダンスなどの
進路支援とキャリア形成支
援に関する講演会等をでき
るだけ多く実施する。 
①既存の高大連携の取り組
み強化と新設置予定の長期
休業中の特別講座を実施す
る。 
①②総合的な探究の時間に
おけるアンケートを各学年
で実施し、目的や内容に対
する生徒や担当教員の意識
を高める。 
②学校ホームページに取組
を随時更新していく。 
②キャリア支援や進路指導
に関する取り組みや最新の
情報に関する意識アップを
はかるため、定期的に資料
を配付する。 

①ガイダンスや学校外と
生徒が関わるキャリア的
な取組を 10 回以上実施
できたか。 
①大学への進学数を５％
以上増加できたか。 
①高大連携の取り組みを
計画実施できたか。長期
休業中の特別講座を計画
実施できたか。 
①②総合的な探究の時間
におけるアンケート結果
を目標達成に向け、各学
年で上昇させることがで
きたか。 
②学校ホームページを年
間１２回以上更新し、キ
ャリアの情報発信を行え
たか。 
②キャリア、進路に関す
る資料を、年間１０回以
上配布できたか。 

     

４ 地域等との協働 

①交流や協働活
動を通して、生
徒の社会性の育
成を図るため、
これまでの地域
との連携を継続
する。 
 
 
②学校運営協議
会を中心とし
た、地域に開か
れた学校づくり
に取り組む。 

①「４年間の集大
成」という意識
で、コロナ後の交
流活動・協働に取
組み、地域と共に
ある学校づくりを
めざす。 
 
 
②学校運営協議会
等により、外部か
らの意見・異なる
立場からの視点を
知る機会を設け
る。 

①全生徒が、少なくとも1年
に1回は、交流・協働を行う
ように働きかける。他者の
ために活動する喜び・社会
の一員としての自分に気づ
かせる。 
 
 
 
②令和５年度中に、３回の
学校運営協議会を対面によ
り開催する。 

①生徒が、一人 1 回以
上、交流または協働に参
加できるよう働きかける
ことができたか。 
生徒に「気づき」のある
活動をさせることができ
たか。 
 
 
②学校運営協議会を開催
し、意見を広く聴取する
ことができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①環境に配慮し
た設備・備品等
の整備・活用に
取り組む。 
 
 
 
 
②防災意識の向
上を図る。 
 
③人権について
の知識を深め人
権尊重精神の涵
養を進める。 

①教員の働き方改
革を推進するた
め、教育環境の向
上に努めるととも
に、ICT機器の管理
や備品等の整備・
活用に取り組む。 
 
②防災意識の向上
を図るために防災
教育方法の再構築
を図る。 
 
③人権について、
知識と理解を深め
る。 

①職員による円滑な業務を
支援するため、ICT機器の管
理や設備・備品等の整備・
活用を推進する。 
 
 
 
 
②地域防災の意識を向上さ
せるため、地域と連携した
防災活動や、効果的な防災
訓練等を実施する。 
 
③適切な研修テーマを設定
し、研修計画を実施する。 

①ICT 機器の管理や設
備・備品等の整備・活用
を推進できたか。 
 
 
 
 
 
②防災避難訓練（防災教
室を含む）を２回実施で
きたか。地域と連携した
防災活動を実施できた
か。 
③研修後のアンケート結
果 

     



 

 


